
 
「１９８９年 資本市場論 初版 解説」 
 
１９８９年、東西冷戦終焉のころ、資本市場に否定的な意見に対して、資本

市場を重視した資本市場論の展開を行いました。 
東西冷戦とは、西側民主主義圏と東側共産主義圏の対立のことで、西側の主

張とは、他の意見、思想を尊重し、自分の意見などを主張すること、つまり思

想統制、思想統一を行わないのが西側の主張でした。 
当時の西側の国々は、それを忘れないで、民主主義の発展に努めてもらいた

いと言うのが私の意見です。 
特に、「東側」が唱えた国家機構の正当性を、他の大組織に当てはめれば、そ

れも肯定することになる論旨によるのが「資本市場論」です。資本市場論初版

は２０年以上前の著書であり、経済情勢や会社法の改正などに対応しての解釈

も必要となるところもあります。 
東西冷戦終焉、１９８９年ごろの世界情勢の分析と、資本論との相違を明確

にした私の考えを、「資本市場論 初版」として、以降のページで紹介（抜粋）

します。 

 
 





 
 
 
 
 
 







 
 
 


